




















































































































































































































































例数 割合 例数 割合
無意志表現 25 14.0% 5 12.5%
受け身 75 41.9% 1 2.5%
可能表現 23 12.8% 22 55.0%
思考動詞 4 2.2% 2 5.0%
意志表現 52 29.1% 10 25.0%

































































作文 I-jas書き言葉 I-jas　話し言葉 C-jas ＫＹ
無意志表現 10 8.2% 9 21.4% 10 13.5% 0 0.0% 2 13.3%
受け身 4 3.3% 1 2.4% 0 0.0% 0 0.0% 2 13.3%
可能表現 77 63.1% 4 9.5% 26 35.1% 10 58.8% 7 46.7%
思考動詞 3 2.5% 1 2.4% 6 8.1% 1 5.9% 0 0.0%
意志表現 15 12.3% 15 35.7% 14 18.9% 3 17.6% 4 26.7%
不適当 13 10.7% 12 28.6% 18 24.3% 3 17.6% 0 0.0%








































例数 割合 例数 割合
無意志表現 25 14.0% 5 12.5%
受け身 75 41.9% 1 2.5%
可能表現 23 12.8% 22 55.0%
思考動詞 4 2.2% 2 5.0%
意志表現 52 29.1% 10 25.0%
合計 179 100.0% 40 100.0%
表７　学習者の書き言葉と話し言葉の「ようになる」
書き言葉合計 話し言葉合計
無意志表現 19 11.6% 12 11.3%
受け身 5 3.0% 2 1.9%
可能表現 81 49.4% 43 40.6%
思考動詞 4 2.4% 7 6.6%
意志表現 30 18.3% 21 19.8%
不適当 25 15.2% 21 19.8%










































































































もう 今 きっと 次々と・しだいに

































継続動詞 食べる 食べた ─ 食べた 食べている 食べる 食べるようになる／なった
結果動詞 結婚する 結婚した
結婚した
×結婚するよ
うになった
結婚した
×結婚するよ
うになった
結婚している 結婚する 結婚するようになる／なった
結果動詞 落ちる 落ちた
落ちた
×落ちるよう
になった
落ちた
×落ちるよう
になった
落ちている 落ちる 落ちるようになる／なった
進展性を持つ動詞 太る 太った
太った
×太るように
なった
太った
×太るように
なった
太っている 太る 太るようになる／なった
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動詞の種類と「ようになる」の共起
「変化」は過去の形で表現したが、本来は未来も過去もある。「急に」「やがて」のような副詞
と共に使う形である。未来になると「急に太る」「急に結婚するなんて」のようになり、変化が
活用形として表面化しないため、過去の変化を記した。
「完了」は「タ」を使うが過去の副詞と共に使えないものである。「もう」などの副詞と共に使
うものとした。
　　　　（38）もう食事をした。
　　　×（39）昨日もう食事をした。
複数の事態による変化とは「ようになる」の表す変化である。複数の事態や繰り返しを含む変
化である。
表８からいくつかのことが言える。
まず、複数の事態による変化は状態動詞「ある」以外は多くの動詞で可能である。
状態動詞「わかる」・可能表現は他の多くの種類の動詞と異なり、単一の主体の変化であって
も変化を「ようになる」で表現できる。他の種類の動詞と比較すると、可能表現のほうが特殊な
動詞と言える。
継続動詞は単独では変化を表しにくい。「食べ始める」「食べかける」「食べてしまう」などの
ように補助動詞をつけたり複合動詞にしたりして表現する。「食べた」は丸ごとの事態（高橋
1985）で初めから終わりまですべてを表現し、変化は表さないためである。
状態動詞「わかる」と思考動詞「思う」は「思った」と「思うようになった」、「わかった」と
「わかるようになった」で変化が表せる。「思った」は何かのきっかけで思考が変化することを表
す。「思うようになった」はやはり徐々に考えが変わったことを表し、進展性を含む。
　　　　（40）その奇跡を見て、私は神がいると思った。
　　　　（41）その奇跡を見てから、私は（しだいに）神がいると思うようになった。
結果動詞・進展性のある動詞はその動詞だけで変化を表すことができる。逆に、変化を表すと
きに「ようになる」をつけてはいけない。
　　　　（42）（体重計を見て）きゃ！ずいぶん太った。
　　　×（43）きゃ！ずいぶん太るようになった。
完了は「もう」と共に使う形として考えた。「タ」と共に使って現在を表現する。
　　　　（44）手紙はもう書けた。＝書き終わった・書いてある
　　　　（45）もうわかった。＝わかっている
完了を表す時、結果動詞・進展性のある動詞では「ようになる」が使えない。
　　　　（46）もう離婚した。
　　　×（47）もう離婚するようになった。
未来については、状態動詞・継続動詞・結果動詞は「ル」で表す。これに対し、状態動詞「わ
かる」・可能表現・思考動詞は「ようになる」をつけて表すこともできる。
　　　　（48）よく考えれば（きっと）わかると思う。
　　　　（49）一晩寝れば、明日はわかるようになると思う。
継続動詞・結果動詞・進展性を持つ動詞で単一主体の未来を表す場合は「ようになる」はつけ
られない。
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つまり、初級教科書で何かができるようになることを「ようになる」で表現すると教えている
が、それは、あるいは意図せずに、変化や未来は「ようになる」で表現できると学習者に考えさ
せる教え方をしてきたのかもしれない。「ようになる」の基本的な意味は複数の事態・繰り返し
を含む変化であるが、単一の主体でも「ようになる」が使える形である可能表現を例として教え
てきたため、学習者の中には、主体が何であれ、動詞が何であれ、「ようになる」を使って変化
や未来が表せると誤解してしまうものが出た可能性があるのである。
「ようになる」の基本的な意味である複数の事態による変化を最初に教えるように、提示の仕
方を工夫するべきであろう。
７　まとめと今後の課題
教師用と考え、いろいろな種類の動詞と「ようになる」の関係を表にしたが、学習が進んだ学
習者にはこのような整理の仕方を示すことができるといいと思う。学習者にはどのように伝えて
いけばいいか、考えたい。
注
（1）社会科学と自然科学で前接の述語の性質に違いが見られなかったので、科学的な文章としてまとめ
た。池上（2001）では「ようになる」の動詞は工学では可能形、農学では受動態、社会科学では能
動態が多いと述べており、本稿の調査結果と異なる。本稿は工学・農学のような分類法をしていな
いため、単純に比較できないが、論文と新書という一般書の違いによる可能性がある。
（2）「ル」「タ」「テイル」の用語については、「ル」は非過去形で未来・現在を、「タ」は過去形で過去・
変化・完了を、「テイル」は現在を表す。煩雑なので記号として「ル」「タ」「テイル」を使う。
（3）テンス・アスペクトを副詞と共に考える考え方は日本語記述文法研究会（2007）による。
資料
会話
現代日本語研究会編（1999）『女性のことば・職場編』（女性）ひつじ書房
現代日本語研究会編（2002）『男性のことば・職場編』（男性）ひつじ書房
宇佐美まゆみ監修『BTSJによる日本語話し言葉コーパス』（BTS）
科学的入門書　日本語教育支援システム研究会編『CASTEL/J』より
自然科学入門書
井上昌次郎（1988）『睡眠の不思議』（睡眠）
都筑卓司（1991）『時間の不思議』（時間）
中原秀臣・佐川俊（1991）『進化論が変わる』（進化論）
米山正信（1991）『化学とんち問答』（化学）
社会科学入門書
高尾一彦（1979）『近世の日本』（近世）
下川浩一（1990）『日本の企業発展史』（企業）
中川剛（1989）『日本人の法感覚』（法感覚）
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